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１、「科比」、終審判決で商標登録可能へ

「科比KB-KOBE」の商標登録に対する登録異議申立てと異議覆審は何れも認められないため、ナイキが行政訴訟を提起した。先日、北京市高級人民法院はナイキの請求を認めず、「科比KB-KOBE」の商標登録を維持する終審判決を下した。

２、テスラ商標の争い、中国商人が再び提訴

テスラモーターズは中国で商標権侵害で提訴されたことは、中国における海外企業の発展は簡単なことでないと証明したという。先日、占宝生は北京第三中級人民法院にテスラモーターズ社を提訴し、中国におけるテスラモーターズ自動車の販売とそれに関する一切の経営行為を停止すること、それに中国におけるテスラモーターズのショールームと急速充電スポットを全部閉じることと、2390万元の損害賠償金を求めれいる。

３、優酷土豆、無断放送で愛奇芸とppsを提訴

7月８日に優酷土豆は、愛奇芸とppsが無断に優酷土豆が独占的に放送する権利を有するドラマを放送したとして、北京市海淀法院と上海市徐滙区法院に合計３０件の訴訟を提起したと発表した。「耀舞長安」、「天梯」、「神鵰俠侶」など5本の無線電視（TVB）のドラマを含む多くの国内人気ドラマが今回の事件に関わり、損害賠償金は1570万元に達する。

４、アップル、国家知識産権局に対する行政訴訟で敗訴

7月8日、アップルが中国国家知識産権局に対して提起した行政訴訟で、判決が下された。この前、「Siri」が「小i機器人」の特許を侵害したとして訴えられた後、アップルは直ちに国家知識産権局に「小i機器人」に対して特許無効の申立てを行ったが、特許が有効という決定が下された。北京第一中級人民法院は、アップルの敗訴と認定し、国家知識産権局の専利委員会の決定を維持する判決を下した、アップル側は上訴の決意を表明した。

５、知財専門法院の階層、中級か？高級か？

6月6日、中央深改組第三次会議に「関於設立知識産権法院的方案」を可決した。7月7日、人民大学、西南政法大学と中国知識産権研究会が共同主催した「中国知識産権法院建設的現実与理想座談会」において、法学界からの学者と裁判所からの公務員は知財専門法院の設立について議論した。前述の「方案」により、北京、上海と広東で中級法院階層の知財専門法院を設立すると言われているが、法学界は知的財産訴訟の判決の結果を統一するという目標を実現するため、知財専門法院の階層について討論していた。
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